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豊かな生を求めて 

―子どもたちはなぜ登校拒否をするのかー 

 いったい、こころ病める子どもたちの生命のアンテナは、何をとらえ

ているのであろうか。ひょっとすれば、この子どもたちは、自分ともう

一人の自分の関係を崩しているのではないだろうか。では、どうすれ

ば、崩れた「自分関係」を再構築できるのであろうか。晩秋が過ぎ、木

枯らしが吹く頃に、私は一つのしっかりした結論を得ました。“仮説”

の域を出ないことは当然のことです。しかし、私なりに、現時点では最

良の結論だと思っています。 

（「著者からのメッセージ」より） 
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